
2011.102011.10  市報たく市報たく 1414

南
部
っ
子
、
1
0
6
人
の
合
言
葉
は
『
み
・
な
・
み
』
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会 
教
育
総
務
課
　
☎
75

－

3
4
5
0

時
間  

13
時
30
分
〜 

　 

場
所  

市
役
所
2
階
　
第
3
委
員
会
室
（
傍
聴
は
自
由
で
す
）

10
月
の
定
例
教
育
委
員
会
は

日
㈮

14

● 南部小学校 ● 
全校児童106人

■問い合わせ　教育委員会 学校教育課 ☎75－2227

「南部っ子」はすべてに元気印!
小中学校探訪 5
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８
月
21
日
、
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役
所
４
階
大
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室

で
、『
多
久
市
教
育
講
演
会
』
を
開
き
ま

し
た
。
前
半
は
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多
久
市
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特
色
を
生

か
し
た
教
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を
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に
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多
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）
学
習
（
緑
が
丘
小
、
金
丸

ゆ
か
教
諭
）
と
電
子
黒
板
を
活
用
し
た

授
業
づ
く
り
（
西
渓
中
、
立
川
栄
教
諭
）

に
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て
の
実
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発
表
を
行
い
ま
し
た
。

後
半
は
多
久
町
出
身
で
大
阪
大
学
名
誉

教
授
・
末
永
敏
和
先
生
の
『
ふ
る
さ
と

の
先
輩
に
学
ぶ
』
と
い
う
講
演
で
、「
他

人
の
役
に
立
つ
人
間
に
な
る
こ
と
が
こ

れ
か
ら
の
日
本
の
社
会
に
は
必
要
だ
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

▲大阪大学名誉教授の
　末永敏和先生（写真奥中央）

学校のシンボルマーク
みなみちゃん

特色②　『論語』や地域の特色を学習

　子どもたちの伝え合う力の育
成に取り組んでいます。授業に
は、必ず「話す・聞く・話し合う」
活動を取り入れ、週２回スピー
チタイムを実施しています。ス
ピーチタイムでは、代表の子ど
もの発表に対して、みんなの思
いを伝え合います。
（写真は、2年生のスピーチタイ
ムの様子）

特色①　
伝え合う力を育む授業

　
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
合
言
葉
ど
お
り
、
何
事
に
対
し
て

も
一
生
懸
命
に
挑
戦
し
ま
す
。
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あ
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の
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を
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し
、上
級
生
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下
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で
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。

　
子
ど
も
た
ち
の
が
ん
ば
り
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
教
員

19
人
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん
や
地
域
と
連
携
し
、
21
世
紀
を

た
く
ま
し
く
生
き
る
南
部
っ
子
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。　南部小学校の校門前には、白線が引いてあります。

子どもたちは、毎朝、この白線の前で立ち止まり「今
日も一日よろしくお願いします」という気持ちを込
めて、校舎に向かって一礼をします。日常でも、あ
いさつ名人を目指し、元気な声が響き渡ります。横
断歩道を渡るときにも、止まって頂いた車に一礼し
ます。論語にある『礼』の気持ちを体現できる子ど
もが育っています。
（写真は、22年度卒業生の卒業記念制作）

特色③　あいさつ名人

　『恕、仁』等をはじめ、孔子の教え「論
語」の学習を続けています。毎日、校
長室で論語を詠む子どもたちの声が響
きます。また、月 1 回の全校集会 ( ひ
まわり集会 ) では、多久の特産物、歴
史や文化等を学び、ふるさと多久の良
さを発見する活動を続けています。
（写真は、ひまわり集会で南多久の名所
を紹介する 6年生 )
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多久市の収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。
詳しくは、総務課広報広聴係　☎75‒2280　死koho@city.taku.lg.jp
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